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ア
ワ
ビ
陸
上
養
殖
、

�

今
後
の
方
針
は

　

ア
ワ
ビ
種
苗
は
何
個
購
入
す
る

予
定
で
、
今
後
の
飼
育
方
式
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。�（
佐
藤
議
員
）

産
業
を
活
性
化
し
、

地
域
資
源
を
活
か
す

�

ま
ち
づ
く
り

●
漁
業
の
振
興

問
５
万
個
購
入
し

�

試
験
も
継
続

　

30
ミ
リ
種
苗
５
万
個
を
購
入

し
、ま
ず
は
現
在
の
施
設
で
飼
育
す

る
。
北
日
本
水
産
方
式
の
試
験
も

継
続
し
、
成
長
状
況
を
見
な
が
ら

今
後
の
方
式
を
判
断
す
る
。

答

議員は予算のココに注目!!
予算総額62億7,686万円� 総額はほぼ横ばい
　３月11日から12日の２日間にわたって令和８年度会計の予算審
査特別委員会が行われ、一般会計他４つの特別会計・浄化槽事業
会計・水道事業会計を含む予算議案を可決しました。
※金額は四捨五入表示。
※�問・答は、内容を要約し、全体から抜粋したものを第６次総合計画のまちづ
くり項目の順番で掲載しています。

令和８年度
予 算 審 査
特別委員会

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

令和７年８月
アワビ陸上養殖事業
について常任委員会
で調査しています。

農
業
生
産
法
人
、

　
�

設
立
へ
の
道
筋
は

　

農
業
生
産
法
人
を
進
め
る
の
な

ら
、
農
地
確
保
や
法
人
化
の
道
筋

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。�
（
熊
野
議
員
）

●
農
業
の
振
興

問

Ｒ7.10.23 北日本水産社長との懇談後、アワビ陸上養殖施設を視察しました。
（左：北日本水産方式、右：福島町方式）

農
地
確
保
を
進
め

�

法
人
化
も
視
野

　

ま
ず
は
農
地
確
保
を
進
め
、
そ

ば
を
中
心
と
し
た
生
産
基
盤
づ
く

り
に
取
り
組
む
。
必
要
な
規
模
を

見
極
め
な
が
ら
、
法
人
化
も
視
野

に
入
れ
て
準
備
を
進
め
る
考
え
。

答
入
館
料
改
定
対
象
は

　

両
記
念
館
の
入
館
料
改
定
は
小

中
学
生
も
対
象
か
。
ま
た
、
来
年

度
の
入
館
者
数
を
ど
の
程
度
見
込

ん
で
い
る
の
か
。�

（
小
鹿
議
員
）

●
観
光
業
の
振
興

問
小
中
学
生
も
対
象

　

入
館
料
の
引
き
上
げ
は
小
中
学

生
も
対
象
と
な
る
。
入
館
者
数
は

今
年
度
実
績
を
踏
ま
え
、
来
年
度

も
１
万
人
を
超
え
る
利
用
を
見
込

ん
で
い
る
。

答
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登
校
し
づ
ら
い
子
へ
の

�

支
援
は

　

学
校
に
通
え
て
い
な
い
、
又
は

通
い
づ
ら
い
子
ど
も
に
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

�
（
藤
山
議
員
）

保
育
所
定
員
、

�

受
け
入
れ
体
制
は

　

保
育
所
の
定
員
40
人
に
対
し
入

所
予
定
が
41
人
と
な
っ
て
い
る

が
、
受
け
入
れ
に
支
障
は
な
い
の

か
。
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
保
育
士

確
保
は
大
丈
夫
か
。�

（
藤
山
議
員
）

次
世
代
を
育
成
し
、

つ
な
が
り
、
学
び
あ
う

�
ま
ち
づ
く
り

福
祉
・
医
療
が
充
実
し
、

互
い
を
認
め
合
え
る

�

ま
ち
づ
く
り

●
子
育
て
支
援
の
充
実

問

問

学
校
と
教
委
が

�

連
携
し
対
応

　

学
校
に
よ
る
家
庭
訪
問
や
手
紙

の
や
り
取
り
に
加
え
、
教
育
委
員

会
の
指
導
主
事
ら
も
関
わ
り
、
別

の
場
所
で
の
学
習
や
活
動
支
援
な

ど
、
子
ど
も
が
学
校
と
の
つ
な
が

り
を
失
わ
な
い
よ
う
対
応
を
続
け

て
い
る
。

老
朽
化
と

�

空
き
状
況
は
別
問
題

　

老
朽
化
と
入
居
人
数
は
直
接
関

係
な
く
、
空
き
が
あ
る
こ
と
が
改

修
理
由
で
は
な
い
。
入
居
者
募
集

は
広
報
な
ど
を
通
じ
て
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
。

園
全
体
で
調
整
し
対
応

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
保
育
所
部

門
40
人
、
幼
稚
園
部
門
20
人
の
計

60
人
定
員
で
、
全
体
と
し
て
は
定

員
内
で
対
応
し
て
い
る
。
４
月
に

は
正
職
員
１
人
の
採
用
予
定
で
、

当
面
の
体
制
は
確
保
で
き
る
見
込

み
。

答

答

答

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
、

�

空
き
の
要
因
は

　

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
は
定
員
20
人

に
対
し
入
居
が
12
人
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
が
、
施
設
の
老
朽
化
と
関

係
し
て
い
る
の
か
。�

（
杉
村
議
員
）

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

問

議会は生活支援ハウスも視察しています（令和６年度経済福祉常任委員会にて）
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地
域
間
幹
線
バ
ス
、

�

支
援
の
考
え
方
は

　

地
域
間
幹
線
バ
ス
木
古
内
松
前

線
へ
の
支
援
は
、
ど
の
よ
う
な
経

過
で
決
ま
り
、
負
担
割
合
は
ど
う

算
定
し
た
の
か
。�

（
溝
部
議
長
）

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業

�

支
援
の
実
効
性
は

　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
支
援
事
業

は
町
内
企
業
の
登
録
が
な
い
ま
ま

で
実
効
性
が
あ
る
の
か
。
今
後
の

進
め
方
は
。�

（
木
村
議
員
）

国
の
制
度
見
直
し
、

�

町
の
財
源
見
通
し
は

　

高
校
無
償
化
や
給
食
費
無
償
化

な
ど
、
国
の
制
度
見
直
し
を
踏
ま

え
た
町
の
財
源
見
通
し
は
ど
う
見

て
い
る
の
か
。�

（
溝
部
議
長
）

生
活
基
盤
が
安
定
し
、

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る

�
ま
ち
づ
く
り

一
人
ひ
と
り
が
協
働
し
、

持
続
可
能
な

�

ま
ち
づ
く
り

●
生
活
基
盤
の
確
保

●
移
住
・
定
住
の
支
援

●
行
財
政
運
営
の
推
進

問

問

問

四
町
で
支
え

�

路
線
維
持
へ

　

木
古
内
松
前
線
は
赤
字
額
が
大

き
く
、
運
転
手
不
足
も
重
な
っ
て

維
持
が
厳
し
い
路
線
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
運
行
維
持
の
た
め
、

沿
線
四
町
で
支
援
す
る
こ
と
と

し
、
人
口
・
距
離
・
均
等
割
を
各

３
分
の
１
ず
つ
組
み
合
わ
せ
て
負

担
割
合
を
決
定
し
た
。

企
業
へ
の

�

働
き
か
け
を
継
続

　

制
度
開
始
時
に
事
業
者
へ
声
か

け
は
し
た
が
、
登
録
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
今
後
は
改
め
て
企
業
へ

の
周
知
と
働
き
か
け
を
行
い
、
制

度
の
活
用
に
つ
な
げ
た
い
。

国
補
助
反
映
、

�

交
付
税
も
一
定
見
込
む

　

高
校
無
償
化
に
つ
い
て
は
当
町

の
高
校
は
道
立
高
校
で
あ
り
、
町

の
歳
入
歳
出
に
直
接
影
響
す
る
も

の
で
は
な
い
。
小
学
校
給
食
費
へ

の
国
補
助
は
予
算
に
反
映
済
み
。

　

普
通
交
付
税
は
前
年
度
実
績
並

み
で
計
上
し
つ
つ
、
国
の
増
額
方

針
に
よ
る
上
振
れ
も
一
定
程
度
見

込
ん
で
い
る
。
財
政
調
整
基
金
は

年
度
末
で
12
億
円
台
半
ば
を
見
込

ん
で
い
る
。

答

答

答

バスの支援金は
いくら？

令和７年度分として
753万円を３月会議で補正。
※令和８～９年度分は
　各年度800万円を計画に計上。
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令和８年度各会計予算総額

令和８年度 議会費の使い道 議員歳費の増額等により
� 前年度より1,044万円の増額

区　　分 令和８年度 令和７年度 概　　　　　要

報 酬 2,884万3千円 2,594万2千円 議員歳費、諮問会議委員報酬

給 料 1,552万円 1,483万4千円 事務局職員４名分（内会計年度任用職員１名）

手 当 等 2,081万5千円 1,467万円 議員・事務局職員の期末手当

共 済 費 1,759万3千円 1,647万9千円 議員・職員共済費

報 償 費 10万円 10万円 専門的知見謝金（審査・調査）

旅 費 201万8千円 244万9千円 議員・事務局の出張に係る旅費ほか

交 際 費 20万円 20万円 慶弔費ほか

需 用 費 139万円 137万4千円 議会だより印刷製本費、消耗品費ほか

使用料・賃借料 124万1千円 123万6千円 ペーパーレス会議システム使用料ほか

負担金・交付金 165万円 164万6千円 各加入団体負担金、政務活動費ほか

合 計 8,937万円 7,893万円
＊�町予算書では、事務局職員４名分の給料等が、「職員・会計
年度任用職員給与費」に計上されているため、この表の予算
額と一致しません。

会　　　計　　　名 令和８年度 令和７年度 増　減 増減率（％）
一 般 会 計 45億5,468万8千円千円 45億2,425万4千円 3,043万4千円 0.67％

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6億9,117万7千円 6億6,217万円 2,900万7千円 4.38％

介護保険
特別会計

保 険 事 業 勘 定 5億2,847万円 5億2,113万2千円 733万8千円 1.41％
サービス事業勘定 163万9千円 163万9千円 0円 0％

後期高齢者医療特別会計 1億460万8千円 7,987万3千円 2,473万5千円 30.97％
国民健康保険診療所特別会計 1億2,714万8千円 1億2,617万2千円 97万6千円 0.77％
水 道 事 業 会 計 1億8,885万3千円 2億691万5千円 ▲ 1,806万2千円 ▲ 8.73％
浄 化 槽 事 業 会 計 8,027万9千円 7,725万5千円 302万4千円 3.91％
予 算 総 額 62億7,686万2千円 61億9,941万円 7,745万2千円 1.25％

　

近
年
大
き
な
事
業
が
続
き
、「
町

の
お
金
は
大
丈
夫
？
」
と
い
う
声

が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
予
算
総
額

は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
規
模
で
、
借

入
額
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
借
金

返
済
に
あ
た
る
公
債
費
や
物
価
高

騰
に
よ
る
経
常
経
費
が
増
え
て
お

り
、
今
後
も
注
意
が
必
要
で
す
。

町
の
財
政
は
大
丈
夫
？

　

町
の
財
政
に
お
け
る
貯
金
の
よ

う
な
も
の
で
、
急
な
支
出
や
年
度

ご
と
の
調
整
に
使
わ
れ
ま
す
。
適

切
に
使
用
す
る
の
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
が
、
極
端
に
減
り
続
け
る
と

将
来
の
備
え
が
弱
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
予
算
で
は
、
一
般

会
計
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模

で
、
財
政
調
整
基
金
も
引
き
続
き

活
用
し
て
い
ま
す
が
、
借
入
額
は

前
年
度
よ
り
減
っ
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
っ
て
？

　
議
会
と
し
て
、
今
後
も
町
の
財

政
状
況
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。


